
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
商
品
化
に
向
け
て
、
令

和
３
年
７
月
、
県
内
外
の

旅
行
事
業
者
を
対
象
に
１
泊
２
日
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
と
商
談
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
旅
行
事
業
者
が
現
地
を

視
察
し
、
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

実
際
に
商
品
に
な
る
の
か
、
価
格
や

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
、
数
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
の
中
で
何
を
売
り
出
し
て
い
け
ば

い
い
の
か
な
ど
、
課
題
や
問
題
点
に

つ
い
て
意
見
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

商
談
会
に
は
地
元
の
観
光
団
体
や

自
治
体
も
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
を
旅
行
事
業
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
旅
行
事
業
者
１
社
が

令
和
３
年
11
月
に
奥
会
津
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
商
品
と
し
て
売
り
出

し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
感
想
を
分
析

す
る
と
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
を
教
育

旅
行
、
企
業
研
修
と
し
て
商
品
化
の

可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
他
の
ダ
ム

と
の
差
別
化
や
施
設
側
の
受
入
体
制

が
課
題
と
し
て
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
で
も
本
名
ダ
ム

の
評
価
は
高
く
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
視
覚
的
に
堪
能
で
き
満
足
度

が
高
い
」
「
鉄
道
橋
と
ダ
ム
が
あ
る

風
景
は
希
少
価
値
が
高
い
」
と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

＼ Okuaizu Infrastructure Tourism ／

令和４年度vol.3 「定着化へ道筋づくり（令和3年度事業）」

教
育
旅
行
に
企
業
研
修

ニ
ー
ズ
は
さ
ま
ざ
ま

Newsletter 

基礎調査の結果は…

奥会津インフラツーリズムの推進に向け、令和２年度に各インフラの受入

体制や観光資源としての魅力度について基礎的な調査を実施しました。その

結果、宮下ダム、上田ダム、第二沼沢発電所、田子倉ダム、本名ダム、道普

請体験の６つのコンテンツがより魅力の高いコンテンツとして

抽出されました。

また、インフラごとに誰がどのように楽しめるのかを分析し、

個人旅行の他に企業研修、教育旅行にもニーズがあることが分かりました。

商

Okuaizu!!!

【モニターツアー行程】

１日目
会津若松駅 ▶ 道普請体験 ▶ せせらぎ荘（昼食） ▶ 本名ダム ▶ 柳津温泉（宿泊）

２日目
福満虚空蔵菩薩圓蔵寺 ▶ 尾瀬街道みしま宿 ▶ 第一只見川橋梁ビューポイント
▶ 齋藤清美術館 ▶ 田子倉ダム ▶ 只見町歳時記会館（昼食） ▶ 河井継之助記念館
▶ 奥会津水力館MIORI ▶ JR只見線乗車（会津川口駅～会津柳津駅） ▶ 会津若松駅

旅
行
事
業
者
の
声

道普請体験・・世代に合わせたプログラムができれば幅広い年代に提案できる商品が作れそう/再訪動機は人とのつながりが大きい。道
普請で交流した方と再度触れ合えるイベントがあればいいのでは/調整が必要だが魅力的。今後のブラッシュアップに期待

本名ダム・・新たな只見線ビューポイントとして仕掛けができそう/ダムをさまざまな角度から視覚的に堪能できて満足
知識的な部分の満足度がガイドに大きく依存する/ダム単体では他のダムとの差別化がしにくい

田子倉ダム・・全国二位の出力がある水力発電所ということもあり、施設自体の規模感も大きく気持ちが高ぶった
圧倒的なスケールに魅了された/普段入れない場所にガイド付きで入れるのはいい

①川口高校と連携した道普請体験を視察

②本名ダムと第六只見川橋梁 ④田子倉ダムの堤頂部

③商談会で奥会津の魅力をＰＲ ⑤田子倉ダムの監査廊内

①

①

③

②

③

④

⑤



MAIL : wakamatsu.ken.kikaku@pref.fukushima.lg.jp
TEL    : 0242-29-5455
FAX   : 0242-29-5459

【ご意見・お問い合わせ】

福島県会津若松建設事務所 企画調査課

鎹
（
か
す
が
い
）
打
ち
や
丸
太

の
運
搬
、
土
の
う
袋
の
扱
い
な
ど

全
て
が
初
体
験
で
し
た
が
、
地
元

の
方
と
交
流
し
な
が
ら
の
作
業
は

と
て
も
楽
し
く
、
充
実
し
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
道
が
少
し
ず
つ

出
来
上
が
り
、
作
業
の
成
果
が
形

と
な
っ
て
目
に
見
え
る
の
が
お
も

し
ろ
く
、
時
間
を
忘
れ
て
没
頭
で

き
ま
し
た
。
体
を
動
か
し
、
汗
を

流
し
た
後
に
自
然
の
中
で
味
わ
う

お
弁
当
と
温
か
い
コ
ー
ヒ
ー
は
、

ど
う
し
て
あ
ん
な
に
も
お
い
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と

言
い
ま
す
が
、
道
普
請
体
験
は
ま

さ
に
そ
れ
で
し
た
。
実
際
や
る
と

ハ
マ
る
人
、
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
た
い
、

日
々
の
生
活
か
ら
少
し
抜
け
出
し

た
い
、
そ
ん
な
方
々
に
お
す
す
め

し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
日
は
全

身
筋
肉
痛
で
す
。

（
吉
田
）

編
集
後
記

博
士
ト
ン
ネ
ル
を
視
察

工
事
期
間
中
の
貴
重
体
験

モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
設
定

日
帰
り
、
１
泊
２
日
の
旅

令
和
３
年
10
月
、
一
般
の
方
を
対

象
に
工
事
中
イ
ン
フ
ラ
を
メ
イ
ン
と

し
た
日
帰
り
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
タ
ー

で
は
、
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
コ
ン
テ

ン
ツ
の
う
ち
、
供
用
中
、
体
験
型
を
巡
り
、
各

施
設
で
の
感
想
や
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
工
事
中
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
鑑
み

視
察
を
中
止
と
し
て
い
ま
し
た
。

見
学
し
た
の
は
会
津
美
里
町
と
昭
和
村
を
つ

な
ぐ
博
士
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
現
場
で
す
。
既
に

貫
通
し
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
内
部
を
吹
付
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
（
鋼
棒
）
、
防
水

シ
ー
ト
で
補
強
し
、
見
栄
え
等
を
よ
く
す
る
た

め
に
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
す
様
子
な
ど
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
一
連
の
流
れ
を
視
察
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
説
明
が
分
か
り
や
す
く

楽
し
か
っ
た
」
「
普
段
立
ち
入
れ
な
い
と
こ
ろ

が
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
「
今
し
か
見
ら
れ
な

い
内
容
で
非
常
に
い
い
」
な
ど
、
工
事
現
場
な

ら
で
は
の
体
験
を
評
価
す
る
声
が
挙
が
り
ま
し

た
。そ

の
他
、
観
光
拠
点
施
設
の
喰
丸
小
や
第
一

只
見
川
橋
梁
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
第
二
沼
沢
発

電
所
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

令
和
２
、
３
年
度
の
事
業
成
果
か

ら
、
奥
会
津
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。

一
般
の
方
を
対
象
に
２
年
間
に
渡
っ
て
実
施

し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
か
ら
、
奥
会
津
イ
ン
フ

ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

と
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

●
イ
ン
フ
ラ

＋

食
、
絶
景

組
み
合
わ
せ
が
重
要

●
関
心
を
惹
き
つ
け
る
ガ
イ
ド
が
あ
る
か

●
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
適
切

道
普
請
体
験
を
す
る
場
合
は
宿
泊
も

①工事中の博士トンネル内を視察

②トンネル坑口で記念撮影

③ロックボルトのキャップ装着体験

午前中
移動

道普請体験
昼食はお弁当

柳津町の
温泉宿に宿泊

尾瀬街道みしま宿
（第一只見川橋梁

ビューポイント）

インフラ見学

金山町で昼食

奥会津水力館
ＭＩＯＲＩ

ＪＲ只見線乗車

帰宅

①道普請体験とインフラ観光の１泊２日

１日目２日目

午前中
移動

道普請体験
昼食はお弁当

只見町の
温泉施設に宿泊

河井継之助記念館

只見歳時記会館
昼食

インフラ見学

ＪＲ只見線乗車

帰宅

②道普請体験、只見線再開通エリアと
周辺インフラ観光の１泊２日

１日目２日目

③日帰りの旅

三島町生活工芸館

三島町で昼食

インフラ見学

尾瀬街道みしま宿
（第一只見川橋梁

ビューポイント）

ＪＲ只見線乗車

帰宅

１日

変

作

奥会津

インフラ

メモ③

奥会津シンフォニーロード

所在地：金山町大字水沼 国道252号（磐越道会津坂下ICから約40分）

延長277.8メートル。平成26年に県内で初設置。時速50km/hで
走行すると「カントリーロード」が流れます。路面に特定の
間隔で溝を刻むことで音楽を作り出しています。路面凍結防止にも。

天然マイナスイオン
たっぷり！！

ふ
む
ふ
む


